









液体ヘ リウム面上の2次 元電子系が作 るWigner結晶


























































ヘ リ ウ ム 面 上 のwigner結晶 の


























で与え られ る。ただ しγ,は電子間相互作用のFourier成分、Rは 格子点の2次 元的位置座標 、εt(々)
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に変わ る。 ここで ゴ はヘ リウムの膜厚、 εを台の誘電率 として
κ=(ε 一1)/(ε+1)
このため融解条件はバル ク ・ヘ リウムの場合(1)と異なるだろ うと期待で きる。
果た して この場合 もKosterhtかThoulessの理論(2)は成立す るのであろ うか。(5)を(3)に代入 して3t2
を求めると
3t2(4)=εt2(oo)∫(4)(7)
ただ しSt(。。)は4=。。の ときめ音速(4)、そ して筆者の計算によると、
ノて4)=1一κ(1十3.2692勿2)■3!2(8)
非調和項の補正は(5)と同 じ形 を持ち4=0と4=。 。では同 じ数係数にな る。一般の4で は γの値は少
し変わ るはずだが この依存性が弱いと期待 して4=。。の値で代用すればrd=(62価/々BT)・ ∫(4)
は一定の値M20を とると考えられる。図3に これを図示 した。`実験(丸 印)はH.W.JiangとA,J.Dahm
の未発表の易動度のデータからとった。注 目すべ き点は(1)実験値が正確に原点 を通 らない事、(2)勾配
rdが大きい事である。(1)は実験 から得 られた融解点が約0.05K高く見積 もられていると考えればつ
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じつまは合 う。この原点の補正を してrd








か くしてヘ リウム薄膜上の2次 元Wigner
結晶 も、その電子間相互作用の形 は通常の
場合 と異な るに もかかわ らず 、古典的 な
Kosterlitz-Thouless理論でほぼ理解で き
る事がわか った。今後の課題 として この古






























在 した折になされた。同教授 グループの未発表のデータを心 良く筆者に示 された事、および滞在中の同
教授な らびに同大物理教室の諸氏の御親切に感謝の意を表する。 また滞在費の一部はNSFGrantNo.DMR
-8713922に.よる。
参 考 文 献
1)MW.ColeandM.HボCQhen,Phys.Rev.Letters23,1238(1969)
2)V.B.Shikin,ZhETF58,1748(1970);JETP31,936(1970)
3)齋 藤 基 彦 、 科 学50,410(1980)
4)E.P.Wigner,Phys.Rev。46,1002(1934)
5)C.C.GrimesandG.Adams,Phys.Rev.Leもters42,795(1979)
6)G,Meiss薮er,H.Nalna並awaandM,Voss,Pkys.Rev.R13,1370(1976)
7)J.M.KosterHtzandD.J.Thouless,J.P的s.C6,1181(1973)
8)M.Saitoh,SurfaceSci.196,8(1988)
9)L、.BonsallandA.A.Maradudin,Phys.Rev。B15,1959(1977)
10)D.S.Fisher,Phys.Rev。26,5009(1982)
11)M.C.ChangandK.Maki,Phys.Rev.27,1646(1983)
一12一
